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Ⅰ．芸術メディア学科の６つの専門分野
本学科には現在，「美術」，「メディアデザイン」，「空
間デザイン」，「服飾美術」，「音楽」，「舞台芸術」の６つ
の専門分野がコースとして置かれている。当然，それぞ
れの専門分野に対応したカリキュラムがあり，理論と実
践を深めスキルを向上させるための授業が行われてお
り，舞台芸術グループの行っている研究授業も，密接に
連携し合っている本学科のカリキュラムの一つとして行
われており，舞台芸術グループの研究授業で達成された
成果は，さらに別のカリキュラムへと繋がって行く。こ
の舞台芸術グループの研究授業も含めた本学科のカリ
キュラムで特徴的なのは，それぞれの専門分野を同時に
学べるという点である。
芸術とは何かを説明する時に，第１番目の芸術は文
学，第２番目の芸術は音楽，第３番目の芸術は絵画，第
４番目の芸術は演劇，第５番目の芸術は建築，第６番目
の芸術は彫刻で第７番目の芸術は舞踏，そして第８番目
の芸術は映画であり，漫画（バンド・デシネ）が９番目
の芸術とフランスでは分類されている。（第１番目の芸
術は，l'architecture 建築，第２番目の芸術は彫刻，第
３番目の芸術は絵画，第４番目の芸術は音楽，第５番目
の芸術は文学（詩なども含む）第６番目の芸術は舞台芸
術（舞踏，パントマイム，劇，サーカスなど）第７番目
の芸術は映画，第８番目の芸術はメディア系芸術（ラジ
オ，テレビ，写真など，メディア系芸術）第９番目の芸
術は（漫画）であるという説もある。
※１ wikipedia French
（http：／／fr．wikipedia．org／wiki／Art）
日本の大学教育においては，芸術と言っても実際には
研究を主にしている所も多いのだが，本学科はどの分野
も実践中心のカリキュラムとなっている。これらの芸術
の分野を複数教えている大学は日本大学，玉川大学，大
阪芸術大学，そして日本の芸術の総本山である東京芸術
大学等，日本でも幾つかあるが，それぞれの分野は学科
に別れており，同時に学ぶ事が出来る所は無い。その他
の教育機関でも同様である。
また，それぞれの分野の中に，例えば美術やデザイン
系のカリキュラムの中に音楽やパフォーマンスを織り込
んでいる教育機関もあるが，本学の様に全ての専門分野
を深く学ぶ事が出来るわけではない。美術／デザイン・
建築に音楽と服飾系・舞台表現系の分野を併せ持つのは
本学だけである。
さて，そもそも芸術とは，常にその時代を反映した物
であり，伝統的な工芸品であってもその時代の哲学や思
想，科学技術や物流，情報の広がり等で大きく変化を強
いられるものである。純粋な美術・音楽においても使わ
れる画材や楽器等の道具や作品のテーマなどは，常のそ
の時代性を反映した物になる。
同時に，現代においては純粋な芸術，音楽や美術など
の歴史ある分野であっても他分野の技術や創作との関わ
りは欠くべからざる物になってきている。もちろん，今
でも昔ながらのテーマ，手法で表現される作品もないわ
けではない。しかし，真の芸術が新しいものの創造であ
り既成概念の打破である事を考えれば，既存のアプロー
チではなく，新しい表現方法の模索するのは当然であ
る。
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現代の芸術教育は様々な分野を総合的に教育する必要がある。本舞台芸術グループの行って
いる研究授業も，密接に連携し合っている芸術メディア学科のカリキュラムの一つとして行わ
れているのだが，その構成を，総合的な芸術教育を目指したドイツのバウハウスでの教育方法
との比較で論じ，その有効性と問題点を報告した。
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芸術について考える時には，その制作に関わる技術を
生み出す社会背景が問題になる。芸術は常に時代の変化
とともに成立して行くものである。そして，新しい技術
を積極的に芸術に取り入れようとする試みは，現代にま
で続いている。１８世紀に起こった産業革命以来，それぞ
れの分野の芸術の進化も加速度的になり，その後交通や
情報伝達媒体の飛躍的な進化は作品のテーマや技術の進
歩をもたらしただけでなく，アーチスト同士の交流や，
他のアートに触れる機会をもたらす事になった。コン
ピュータ業におけるムーアの法則の例を挙げるまでもな
く，指数関数的に進歩を続けている人類の技術力は芸術
においても表現の幅を広げるだけでなく，様々な分野の
芸術の融合をもたらしたのだ。各種の芸術の要素が協
調・調和した形式で表出される現代の芸術の中でも，ラ
イブで観衆の前で表現される舞台や人間が生活する空間
を創造する建築，そして百年前までは存在しなかった映
画などの映像作品は総合芸術と呼ばれ，現代芸術の中で
最も隆盛を誇っている。故に，これからの芸術教育にお
いても，この様々な芸術分野を総合的に学べる環境を作
る事が必要になって来るのだと言える。
．バウハウスが生まれた背景
上記の様に，様々な分野を総合的に教えられる高等教
育機関は非常に少ない。しかし，今から実に約百年も前
に，総合的に芸術教育を行う組織がドイツに誕生してい
た。バウハウスである。本学の芸術教育の形に非常に良
く似たこのバウハウスにおいての芸術教育とはいかなる
のもであったのか，ざっと振り返ってみよう。
バウハウスが生まれたのは，ちょうど第一次世界大戦
が終わったばかりの１９１９年，前述の通り工業化社会の出
現によって目覚ましい速度で発展してきた科学技術は，
戦争によってさらに飛躍的に進歩を遂げていた。とは言
え，今から１００年前というと，科学の分野では太陽がな
ぜ光っているかも判らないし，技術力の面でも飛行機も
ライト兄弟が少しだけ飛ばしただけで，現在私たちが
使っている物のほとんどはまだ発明されていなかった。
そんな第一次世界大戦が終了した１９１８年から第二次世界
大戦が勃発する１９４１年の二つの大戦の間の約２０年間はマ
シン・エイジと呼ばれた時代である。芸術的には美術・
デザイン・写真・建築など様々なジャンルを超えて，機
械や工業化されたテクノロジーを明るい未来の象徴とし
て称揚する文化が興った時期である。その具体的な動き
を挙げると，工業デザイナーの第一世代と呼ばれるレイ
モンド・ローウィーやノーマン・ベル・ゲッデスによる
流線型などのデザイン，『ライフ』誌創刊号の表紙写真
で有名なマーガレット・バーク・ホワイト，美術におい
てはチャールズ・シーラーなどがその代表とされる。ま
た，世界が大きく変わって行く時代であった上，それま
でにない情報伝達手段の進歩によって世界そのものや人
類全体の思想や哲学が芸術の創作活動にも大きく影響を
与え始めた時代でもあった。
技術の進歩を芸術に積極的に取り入れ，新しい表現を
追求した動きはまず未来派によって試みられた。未来派
は，１９０９年にイタリアの詩人フィリッポ・トンマーゾ・
マリネッティによって起草された「未来主義創立宣言」
がその発端であるが，それはフランスの哲学者，社会理
論家であるジョルジュ・ソレルに影響されており，破壊
的な行動を讚美する過激なものだった。因みに，日本で
は１９０９年に森鴎外による未来派宣言の翻訳が紹介されて
おり，その後の画壇にも大きな影響を及ぼした。
この運動にルイジ・ルッソロは，現代のノイズミュー
ジックの原点とも言えるミュージック・アート「騒音芸
術」を創造したし，イタリアの現代音楽の作曲家である
ジャチント・シェルシも参加している。また，未来派の
機械に対する憧れは身体表現の場においても明確な形で
現われており，ジャコモ・バッラは身体を機械に同化さ
せた様なダンス表現を劇場空間の中で集団で行う試み等
も行われている。後にロシア構成主義芸術や，ダダイズ
ムの画家達，現代音楽や演劇・バレエなど様々なジャン
ルの前衛芸術家達に影響を及ぼす事となるのだが，世界
中に影響を与えたこの芸術運動は，哲学者の影響を受
け，詩人・音楽家・画家・そしてパフォーマーたちが共
同ですすめた芸術運動であった。彼らは，特にパフォー
マンスの様な特殊な表現領域を，彫刻や絵画といった単
一の表現形態とは異なる『複合芸術』と呼んだ。
未来派のみならず，ジャンルを超えた交流が増えた芸
術家たちはこの頃から互いに影響し合うだけでなく，共
同で制作を行う事も増えて行った。現在のコラボレー
ションに繋がる創作活動の形態である。例えばピカソ，
ブラックらと共にキュビスムキュビズムの代表的な作家
とされているフェルナン・レジェは，建築家のル・コル
ビュジエの設計した建築の壁画を担当することも多かっ
たし，バレエ等の舞台美術も手がけている様に，もとも
と多ジャンルの作家との共同制作的な活動は多かった
が，音楽家ジョージ・アンタイルとの共同制作は，まだ
コラボレーションと言う概念が無かった時代に行われ
た，非常にコラボレーション色が濃い共同制作であっ
た。ただし，結果的にアンタイルがレジエの作った映像
作品の二倍の長さの曲を作ってしまったために，それぞ
れの作品は別々に公開される事になってしまった。な
お，レジエが作ったのは幾何図形や抽象的なオブジェが
何度も繰り返し形を変えて行くと言うマシン・エイジの
新しい美学で作られた映像であり，後に映画やオペラで
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大成功を収める事になるアンタイルがその映像のために
作った音楽は，自動ピアノや木琴と一緒にブザーや航空
機のプロペラを楽器として使ったもので，初演の時には
酷評を浴びた。しかし，坂本龍一らのアーチストたち
が，この作品にインスパイアされた作品を作るなど，現
代では当時とは違う評価がなされている。以降，この様
なアーチスト同士の共同制作はフルクサスやメディア
アート等の動きに繋がって行き，芸術は一つのジャンル
だけで成立するのではなく美術，音楽，詩，舞踏など
様々な芸術ジャンルにまたがって制作されて行く様に
なって行った。
また，ほぼ同じ時期にフランスで興ったアール・デコ
は，後にバウハウスの様式やキュビズム，古代エジプト
やアステカの装飾，はては日本や中国などの東洋美術な
ど，古今東西からの様々なスタイルを混合し，発展して
行ったがアプローチは未来派などが掲げる機能的モダニ
ズムと全く正反対であったが，共に進化した工業製品や
近代的都市生活から生まれたモノであったのは興味深
い。全く逆のスタイルが，同じ様に現代の工業製品やデ
ザインにまでつながるその後の芸術にも大きく影響を及
ぼしたのである。
さて，こうした規格化された形態や機能を重視するモ
ダニズムへの動きをさらに発展させたのが，『第三イン
ターナショナル記念塔』で有名なロシアのウラジミー
ル・タトリンである。彼の思想や理論はヨーロッパでは
特にドイツで広く受容され，バウハウスで教鞭を取った
訳ではないが，ワイマールに設立されたバウハウスは，
タトリンの教育に対する考え方を取り入れたプログラム
に従って構想された。彼の「最高に美しい形態は，最高
に経済的なものである。」という考えは後のモホリ・ナ
ギらバウハウスのマイスターたちへ確実に受け継がれて
行った。
そのバウハウスであるが１９１９年に建築家のワルター・
グロピウスが構想してワイマールに設立された教育機関
である。デザインや建築を総合的に把握しようとしたグ
ロピウスの教育方針に基づいて，３３年にナチスによって
閉鎖に追い込まれるまでイッテン，ファイニンガー，ク
レー，シュレンマー，カンディンスキーらの世界を代表
する芸術家たちがバウハウスで教鞭を取った。
開校当初は工芸学校的な性格が強かった様だが，理念
に沿って教育内容を変えて行き，１９２３年には「芸術と技
術：新しい統一」というテーマでバウハウスの成果を世
に問うことになった。２３年に定められた教育課程によれ
ば，学生はまず予備課程において半年の基礎的な造形訓
練を受け，木工，木石彫，金属，陶器，壁画，ガラス
絵，織物，印刷の各工房へ進む。ここで学生は芸術家か
ら造形の理念を学び，一方で技術者から，より実際的な
技術を修得するというシステムがとられた。各工房で３
年の課程を経たのち，すべてを統括する建築課程へ進む
ことになる。
（※２ http：／／atelierregalo．blogspot．com／２０１１／１０／bauhaus．html）
．バウハウスが歴史に残したもの
バウハウスの最も大きな功績は，まず建築においての
それである。近代建築どころか現在我々が暮らしている
街中の建築物の随所にその機能主義的な傾向は根強く
残っている。またグラフィック・デザインの分野でもモ
ホリ・ナギやヘルベルト・バイヤーらによるサンセリフ
書体の提案や広告美術についてのアプローチも既成の慣
習を見直す革命であったのと同時に，その後のタイプラ
イターや写植機にも影響を与え，ひいては世界のデザイ
ンに影響を強く残した。
さらに重要なのは教育の分野である。総合的な芸術教
育をいかに行うべきか？と言う体系だった教育方法を模
索したのも，このバウハウスが始めてであった。世界の
美術教育の多くが，このバウハウスが行った教育方法に
影響されていると言って過言ではないだろう。まず，挙
げられるのは美術教育学の基本である色彩の体系化であ
ろう。イッテンらが構築した色彩理論の基礎は，同時期
に考案された心理的考察に基づいて作られたマンセル表
色系や心理物理学的考察に基づいて作られたオストワル
ト表色系等で補完されつつ，現在の日本の美術教育の中
で小学校から学ぶカリキュラムであり，色の持つ表情や
配色の理論は中学，高校の美術教育でも必ず教わるもの
であるし，大学に入っても繰り返し学ぶ重要な理論と捉
えられている。
．バウハウスの教育課程
はじめのバウハウスには，ガラス・陶芸・織物・金
属・指物・壁画・木彫・石彫・舞台・版画・製本の工房
があり，それに併せて美術やデザイン，織物なども含む
工芸や演劇，そしてゲルトルート・グルノーによる音楽
のカリキュラムが置かれていた。意外な事に当初は建築
を教えておらず，歴代の校長たちの思惑とは裏腹によう
やく製図の授業がはじまったのは１９２１年からで，建築学
部があったのも１９２７年になってからの数年間だけの事で
ある。
まず最初に全員が学ぶ『予備過程』と呼ばれた芸術的
基礎教育はバウハウスのカリキュラムにおいて最も重要
である。学校に入った学生は，全員必ず一時間目にパウ
ル・クレーの授業を，二時間目にカンディンスキーの授
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業を受けるのが必修だったわけだが，何と贅沢な，と溜
息が漏れて来そうである。本学のカリキュラムにおいて
は，本グループの教員である村松先生が提唱する『専門
基礎教育』や『学科必修科目』がそれに相当する。
一学期間（後に二学期間）の『予備過程』終了後，は
じめて工房に入る事が許されたのだ。
当初，イッテンが色彩に関する基礎講義を行った。
１９２３年にグロピウスがこの『予備過程』を見直し，ヨゼ
フ・アルバースは第一学期を，モホリ・ナギが第二学期
をそれぞれ請け負う形に変った。第二次世界大戦へと世
の中が進むにつれ，ハンネス・マイヤーが校長になり，
同時に学生たちの中にも共産主義者が増えて行った。マ
イヤーはそれまでの『予備過程』を廃止し，代わりにゲ
シュタルト心理学・社会学・社会経済学を必修とした
が，学生たちがそれに対しての反対運動を起こし，ミー
ス・ファン・デア・ローエが校長になってからは『予備
過程』を必修とする事をやめた。
ローター・シュライヤーは「カリグラフィ」と「タイ
ポグラフィー」を，パウル・クレーは「絵画」，グロピ
ウスは「空間的な関係」を教え，ワシリー・カンディン
スキーは「形態の基本要素」「色彩論」「造形デッサン」
を，モホリ・ナギとオスカー・シュレンマーは芸術的概
念に基づく理論の概要を教えた。ヨハネス・イッテン
は，この種のコースを最初に設置し，自らが担当した
かったのだが，しぶしぶ他の教員に譲ったのだと言う。
ナチによって解体させられた後，バウハウスで教鞭を
取った作家たちの多くはアメリカに渡ったが，初代校長
のヴァルター・グロピウスは１９３４年イギリスに亡命し
た。１９３７年，ハーバード大学に招かれ，アメリカに赴い
た後バウハウス設立の理念や教育内容，その成果などに
ついての講演を数多く行ったので，あたかも建築が中心
であったかの様に思っている人も多い様だが，パウル・
クレーやワシリー・カンディンスキー，ヨハネス・イッ
テンら絵画の作家は小学校や中学校の美術の教科書にも
載っているし，絵画のみならず写真やタイポグラ
ファー，美術教育家としても名高いモホリ・ナギ，彫刻
家にして舞台芸術家であったオスカー・シュレンマー
等，グロピウスよりも有名な作家は実は皆ファインアー
ト系であり，全ての学生が学ぶ『予備過程』を担当して
いた。また，芸術表現の進歩と共に教鞭を取っていた芸
術家たちも一つの分野に留まらない広い活動をする作家
が多かった。シュレンマーやモホリ・ナギのマルチタレ
ントぶりは今更説明するまでもないが，クレーやカン
ディンスキーは芸術家サークルである『青騎士』を立ち
上げ，分野の枠を超えた芸術が共鳴し合うことを目指し
た。クレーは詩人のリルケや芸術のみならず哲学者の
ヴォルテールらとも交流を深め，絵画にも音楽からの影
響を受けた作品が多いし，抽象絵画の創始者といわてい
るカンディンスキーも画家にして美術理論家であっただ
けでなく，出版や舞台美術も手がけ，音楽にも精通して
いた。なお，各工房は後に統廃合や追加され，カリキュ
ラムも最後まで模索が続けられた。
．芸術メディア学科の総合的な芸術教育
前述の通りバウハウスには，ガラス・陶芸・金属・指
物，そして織物などの工芸，絵画・版画・壁画・木彫・
石彫などのファインアート，製本やそれにまつわるタイ
ポグラフィーやグラフィック・デザイン，建築，舞台の
分野があり，本学科で扱っている分野と非常に近かっ
た。ただし，バウハウスの時代から約百年も経っている
現在，芸術も映像やマンガ，商業芸術の広がりからで
ファッションや環境デザインなどで新たな分野や表現手
段も増えている。当然，本学科ではそれらに対応したカ
リキュラムとなっていて，CGや映像，Web，ファッ
ションも深く学べる様になっている。また，初代校長で
あったヴァルター・グロピウスが出した『バウハウス創
立宣言』などに何度も出て来るバウハウスの理念『手工
芸の復権』と『産業との提携』は，本学科の松澤教員が
唱える『アナログ感覚と新しいデジタル技術を持つ創作
活動』と言う言葉に置き換えられ，同じ芸術を総合的に
教育する機関としてのその理念は共通すると考えられ
る。
本学科に入学して来る学生は，イッテンやカンディン
スキーらが担っていた色彩や造形の基礎については，そ
の後色彩理論や教育方法を補完されて来た上，文部科学
省の定める学習指導要領に沿った日本の教育の中，義務
教育の時から繰り返し学んで来ているため，既にその部
分の基礎教育は行う必要は無い。しかし，新しい分野の
基礎教育を行おうとすると，その分を充てただけでは十
分とは言えない程，それぞれの芸術分野は進化を遂げて
いる。本学科でもドローイング等各分野の基礎教育を
コース共通科目として，どの学生にも学び易い様なカリ
キュラムとしているが，より質の高い芸術教育を行うた
めには改善の余地は多いにあるだろう。
百年前と最も違っているのはコンピュータの発達であ
ろう。現代の我々の生活全般においては，コンピュータ
や情報網の発達は切り離せない重要な要素となってい
る。芸術の領域でもコンピュータは欠くべからざる物で
あるため，教育においてもコンピュータを使うスキルを
いかに高めるかは非常に重要である。
色彩の領域と同様，情報技術の基礎教育も文部科学省
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の方針で目覚ましい進歩を続けており，多くの学生が高
校までにかなりのスキルを身につけて来る様になった。
本学で学ぶ学生たちは，生まれながらにインターネット
が存在し，携帯電話やコンピュータが当たり前の様にあ
る環境で育って来た世代である。また，Siri・クラウド
と言った技術の発達や，スマートフォン，iPad など
キーボードレスの端末が普及している現在，情報リテラ
シの分野も大きな変革を迫られている。本学科では主に
パソコンを使ったデザインワークを必修とした。バウハ
ウスでの必修であったデザイン系のクレーやカンディン
スキーが行っていた授業は，本学科においての浅井貴也
教員のデジタルイメージと私が担当するデジタルデザイ
ンの講義に変ったのだ。進化して行く技術に合わせて今
後も情報リテラシのありかたは変化し続けて行くものと
思われるが，キーボードもマウスもない端末で，デスク
トップの中にアプリケーションも入っていないコン
ピュータを使う機会が増えて行く現代においての情報リ
テラシの形として，デザイン，アート系の分野の学生た
ちはもちろん，演劇や音楽の世界に進みたいと考えてい
る学生たちに対しても，これらを必修とする様にした本
学科の判断は間違っていないと確信する。
高いレベルの芸術教育を行っている教育現場では，教
員と学生との間に技術的な指導を行う『技官』と言う立
場の者を置く事が多い。コンピュータのみならず専門的
な道具や安全性が求められる機械の使用が多くなる事が
理由だが，その係を置けない日本の教育機関では先輩が
後輩を指導する事によって技官的な役割も果たすと言う
事が多い。本来ならば技官に正しい技術を丁寧に指導し
てもらう事が理想ではあるが，後輩に技術を教えると
言った行為は教えている側の学生にとってもスキルアッ
プに繋がるというメリットも生む。また，実践中心の本
学科のカリキュラムにおいては先輩たちが行う制作や発
表を手伝いながら，近い将来自分たちが行う制作につい
ての理解も深まると言うのは，本舞台芸術研究グループ
の村松教員も『研究報告－イベント指向型教育の有効性
－』の中で『舞台芸術教育におけるスパイラル効果』と
して謳っている通りである。そもそも人間と言うもの
は，ただ教えてもらう行為だけではそのスキルが身に付
かないという心理的特性を持っている。自らが積極的に
学ぶ姿勢が重要なのは誰しもが分かっているが，単に
「積極的になれ」と言ってできる事でもない。古くから
世界中で採用されている職人や芸術家，技術を持った人
間を育てるシステムである徒弟制の中に組み込まれてい
るセオリーである。師匠が弟子に直接は何も教えないか
らこそ，仕事を手伝い，一緒に制作して行く中で弟子は
師匠から技を盗もうとし，一人前に育つのだ。状況に応
じて自ら考えて対応を迫られるワークではなく，レイ
バーと呼ばれる仕事の形態，即ちコンビニのレジ打ち
や，工場作業の一工程だけを任せる様なマニュアルに
沿った仕事ではシステマチックにスキルを上げ，最も適
切なやり方を身につけさせる教育の方法はあるが，芸術
家や何らかのプロジェクトを動かす立場に立つ者，管理
職以上の立場になる者の育成は，必ず実践を伴わなけれ
ばならないのだ。確かにこれまでの日本の教育は，工業
化社会においてうまく機能する勤勉な労働者を育てるた
めのシステムであるが，この点で教員が学生たちに対し
て一方的に知識を伝えるような従来の日本の教育法に
は，決定的なデザインエラーがある。高いレベルの教育
のためには教員が行う授業だけでなく，舞台芸術グルー
プの研究授業も含めた本学科のカリキュラムで実践を中
心とした教育を行っているのも，先輩・後輩との共同制
作の中で技術の指導，理論の追求などを含めて築き上げ
られる人間関係が欠かす事が出来ないからである。
この春には本学科から９回目の卒業生が羽ばたいて行
くのだが，本舞台芸術研究グループの根幹をなす舞台芸
術コースと服飾美術コースは来年度始めての四年生が誕
生する。これまでも美術や音楽，建築と言った分野の教
育は行って来たが，旧来の学科制に近いコース毎に別れ
た教育課程であったために，相互に関連し合うカリキュ
ラムで動くのは二年前からの事である。これまでにも特
別開講で幾つかのカリキュラムを立ち上げては来たのだ
が，次年度はついに，四年生までの先輩がいる中に新入
生が入って来る事になり，ようやく本来の教育が出来る
環境になるわけだが，本当の意味で理想的な環境になる
のは，その体勢で入って来た新入生が先輩たちと共に舞
台を作り上げると言う経験を積んで四年生になる四年後
となる。まだ先は長いが，そもそも芸術分野では経験を
十分に積んだ末に始めて才能を開花させる作家も多い
し，高齢になってもまだ現役である芸術家も多い。モー
ツアルトらの様に若くして開花する才能もある一方で，
芸術家が一人前に育つには時間がかかる事が多いものな
のだ。基礎的な研鑽を積ませる事が目的である本学科の
教育も，焦らずにじっくりと良い環境づくりに励みたい
と考えている。
この様に，現代においてはバウハウスで行われていた
様に様々な分野を総合的に教育する必要があると考えら
れるが，その芸術教育においてのダイナミズムを理解し
た教員の指導なくしては総括的・統合的な芸術教育は実
現しない。しかし，これまでそれぞれの分野でおのおの
の活動を行って来た教員たちの中には，まだ他者と共同
して自分の創作活動を行う事や，他分野のスキルを存分
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に生かして制作を行うイメージが掴めていない者も多い
様に見受けられる。こう言った教員側の意識改革こそ，
これからの真の意味での芸術を総合的に教育出来る機関
としての本学科の課題になろう。
．バウハウス － かんたん年表
１９１９
ワイマール国立バウハウス発足。
グロピウス校長のもと，ヨハネス・イッテンなど３人の
マイスターが集結。
予備課程，版画，彫刻，陶器，ステンドグラス，織物，
家具，舞台などの工房を設置。
１９２２
ヴァシリー・カンディンスキー参加。
１９２３
グロピウスとの指導理念の不一致により，ヨハネス・
イッテンらがバウハウスを去る。
実験住宅アム・ホルンの家が竣工。
「芸術と技術の新しい統一」をテーマとする展示会「バ
ウハウス展」を開催。
１９２４
政権を握ったドイツ人民党からの圧力を受け，バウハウ
ス自主解散。実践的な工業デザイン学校に。
１９２５
デッサウ市立バウハウス開校。
グロピウス，工房作品を販売する有限会社バウハウスを
立ち上げる。マルセル・ブロイヤーが世界初のスチール
パイプ椅子を制作。
１９２６
グロピウス設計によりバウハウス・デッサウ校舎が竣
工。
バウハウス制作の家具や照明器具が設置された。
労働者向けの集合住宅・テルテン団地，第１期竣工。
１９２７
バウハウス建築学部が誕生。
１９２８
グロピウスが突然辞職。ハンネス・マイヤーが２代目校
長に就任。
１９２９
展示会「バウハウスの１０年」を開催。バーゼルなど６カ
所を巡回。
ミース・ファン・デル・ローエ，バルセロナ万博ドイツ
館を設計。
１９３０
政治的理由からデッサウ市はマイヤーを解雇，ミースが
３代目校長に就任する。社会主義色を払拭した建築学校
に変身。
１９３２
デッサウ市でのナチスの台頭でバウハウスが廃校に。ミー
スはベルリンの元電話工場で私立バウハウスを再開。
１９３３
ベルリン警察とナチスが学校を封鎖。
ミースがバウハウスの閉校を学生に通知。
１９３７
グロピウスは，ハーバード大学デザイン大学院で建築学
科の教授に。
１９３８
ミースは，現イリノイ工科大学の建築学部長に迎えられる。
１９５１
ドイツではマックス・ビルにより，バウハウスの理念を
継承するウルム造形大学が建設される。
※３
http：／／bauhaushistory．jimdo．com／
引用
BAUHAUS マグダレーナ・ドロステ著 TASCHEN刊
色彩論 ヨハネス・イッテン 美術出版社刊
ヴァイマルの国立バウハウス１９１９１９２３ 利光功訳 中
央公論美術出版
※３
http：／／bauhaushistory．jimdo．com／
※２ http：／／atelierregalo．blogspot．com／２０１１／１０／bauhaus．html
※１ ※wikipediaFrench（http：／／fr．wikipedia．org／wiki／Art
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